
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のタグと、前記複数のタグと非接触でデータの書込みおよび読出しを行なう読出し
／書込み装置と、からなる非接触ＩＤ装置において、
　前記複数のタグは、データ記憶手段を備え、前記データ記憶手段のメモリ領域に、前記
複数のタグを １個のタグに集約するためのデータを設定するシステム
エリアを設けたことを特徴とする非接触ＩＤ装置。
【請求項２】
　複数のタグと、前記複数のタグと非接触でデータの書込みおよび読出しを行なう読出し
／書込み装置と、からなる非接触ＩＤ装置において、
　前記複数のタグは、データ記憶手段を備え、前記データ記憶手段のメモリ領域に、それ
ぞれのタグ固有のオフセット値およびメモリ容量値を設定するシステムエリアを設けたこ
とを特徴とする非接触ＩＤ装置。
【請求項３】
　前記読出し／書込み装置は、前記データ記憶手段のメモリ領域に設定されたタグ固有の
オフセット値およびメモリ容量値に基づいて前記複数のタグを メモリ容量の大き
な１個のタグとして扱うことを特徴とする請求項２記載の非接触ＩＤ装置。
【請求項４】
　複数のタグと、前記複数のタグと非接触でデータの書込みおよび読出しを行なう読出し
／書込み装置と、からなる非接触ＩＤ装置において、
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　前記複数のタグは、データ記憶手段を備え、前記データ記憶手段のメモリ領域に、それ
ぞれのタグ固有の固有番号および タ
グの固有番号に対応したＩＤ番号テーブルを設定するシステムエリアを設けたことを特徴
とする非接触ＩＤ装置。
【請求項５】
　前記読出し／書込み装置は、前記データ記憶手段のメモリ領域に設定された
タグ固有の固有番号および タグの固
有番号に対応したＩＤ番号テーブルに基づいて前記複数のタグを

メモリ容量の大きな１個のタグとして扱うことを特徴とする請求項４記載の非接触Ｉ
Ｄ装置。
【請求項６】
　複数のタグと、前記複数のタグと非接触でデータの書込みおよび読出しを行なう読出し
／書込み装置と、からなる非接触ＩＤ装置において、
　前記複数のタグ データ記憶手段を備え、

固有番号を設定するシステムエリアを設けたことを特徴とする非接触ＩＤ装置。
【請求項７】
　前記読出し／書込み装置は、 前記データ記憶手段のメモリ領域に
設定された 特定のタグの固有番号および 全てのタグの固有番号に
対応したＩＤ番号テーブルと、 全てのタグの固有番号と、に基づいて
前記複数のタグをメモリ容量の大きな１個のタグとして扱うことを特徴とする請求項６記
載の非接触ＩＤ装置。
【請求項８】
　前記読出し／書込み装置は、 タグの固有番号に基づいてＩＤ番号テーブルを
作成するＩＤ番号テーブル作成手段を備えたことを特徴とする請求項 請求項７

記載の非接触ＩＤ装置。
【請求項９】
　前記読出し／書込み装置は、 タグの固有番号に基づいてＩＤ番号テーブルを
更新するＩＤ番号テーブル更新手段を備えたことを特徴とする請求項 請求項７

記載の非接触ＩＤ装置。
【請求項１０】
　前記複数のタグが搭載された対象物を水平方向に移動して前記読出し／書込み装置でデ
ータの読出し／書込みを実行する場合、最初に前記特定のタグが前記読出し／書込み装置
の交信領域に入るように前記複数のタグを配置したことを特徴とする請求項６ たは請求
項 記載の非接触ＩＤ装置。
【請求項１１】
　前記複数のタグが搭載された対象物を垂直方向に移動して前記読出し／書込み装置でデ
ータの読出し／書込みを実行する場合、最初に前記特定のタグが前記読出し／書込み装置
の交信領域に入るように前記複数のタグを配置したことを特徴とする請求項６ たは請求
項 記載の非接触ＩＤ装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は複数のタグと、複数のタグに対して非接触でデータの読出し／書込みを実行す
る読出し／書込み装置とからなる非接触ＩＤ装置に係り、特に複数のタグをメモリ容量の
大きな１個のタグとして扱う非接触ＩＤ装置に関する。
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【０００２】
【従来の技術】
タグ（記憶媒体）を組立ラインの部品や製品、スキー場のリフト利用券または定期券等の
表面や内部に搭載し、組立ライン、リフト乗り場または改札機にリーダ／ライタを配置す
ることにより、非接触（電磁誘導や無線電波）でタグ内に記録されたデータを読み出した
り、データを書き込んだりしてデータ管理を効率的に実行する非接触ＩＤ装置が知られて
いる。
【０００３】
図１４に従来のタグ（記憶媒体）のブロック構成図を示す。（ａ）図にメモリ容量の小さ
いタグ、（ｂ）図にメモリ容量の比較的大きなタグを示す。（ａ）図において、タグ５０
は、図示しないリーダ／ライタとの間で、電磁誘導によりデータの送信または受信を行な
うコイル５１と、変復調部５３、制御ロジック５４、メモリ５５を備えたワンチップＩＣ
５２とから構成される。なお、メモリ５５は、メモリ容量が２５６バイトのＥＥＰＲＯＭ
が用いられている例を示す。
【０００４】
このように構成されたタグ５０は、図示しないリーダ／ライタから電磁誘導で供給される
電源（交流信号を整流・平滑）で駆動され、同時に供給されるコマンド（要求信号）が受
信され、制御ロジック５４を介してコマンド（要求信号）に対応したデータがメモリ５５
から読み出され、変復調部５３で変調が施された後、コイル５３からデータが電磁誘導で
リーダ／ライタに送信される。
【０００５】
一方、図示しないリーダ／ライタから電磁誘導でデータが供給されると、変復調部５３で
復調が施され、制御ロジック５４を介してデータがメモリ５５に書き込まれる。
【０００６】
（ｂ）図に示すタグ５６は、メモリ５８のメモリ容量が１キロバイトのＥＥＰＲＯＭが用
いられている点を除き、（ａ）図に示すタグ５０と同じ構成および作用を有する。
【０００７】
このように、従来のタグ（記憶媒体）は、リーダ／ライタと電磁誘導でデータの交信を行
なうので、バッテリを必要とせず、小型で、かつ軽量に構成されるので、リーダ／ライタ
と組み合わせて非接触ＩＤ装置が実現されている。なお、コイルを用いた電磁誘導を利用
する代わりに、アンテナを用いた非接触ＩＤ装置も実用化されている。
【０００８】
図１５に従来の非接触ＩＤ装置の構成図を示す。図１５において、非接触ＩＤ装置６０は
、対象物７０に配置したタグ６１Ａ、タグ６１Ｂと、タグ６１Ａ、タグ６１Ｂのそれぞれ
に対向して配置されたリーダ／ライタ６２Ａ、リーダ／ライタ６２Ｂとから構成され、リ
ーダ／ライタ６２Ａとタグ６１Ａ間およびリーダ／ライタ６２Ｂとタグ６１Ｂ間で電磁誘
導によるデータの交信を実行する。リーダ／ライタ６２Ａでタグ６１Ａ内に記録されたデ
ータを読み出したり、データを書き込んだりしてデータ管理を実行するとともに、リーダ
／ライタ６２Ｂでも同様にタグ６１Ｂ内に記録されたデータを読み出したり、データを書
き込んだりしてデータ管理を実行する。
【０００９】
図１６に従来の非接触ＩＤ装置の別構成図を示す。図１６において、非接触ＩＤ装置６３
は、対象物７０に配置したタグ６４Ａ、タグ６４Ｂと、リーダ／ライタ６５とから構成さ
れ、リーダ／ライタ６５でタグ６４Ａおよびタグ６４Ｂに記録されたデータを読み出した
り、データを書き込んだりしてデータ管理を実行する。
【００１０】
図１６に示す方法は、例えば本出願人が特開平１０－２２４２７９号公報に開示したよう
に、リーダ／ライタからのコマンドに対し、コマンド中のＩＤ番号識別データと複数のタ
グがそれぞれのメモリ内に記憶している自己のＩＤ番号とが一致した時のみ、タグ側がレ
スポンスを返信するようにしているので、リーダ／ライタがそれぞれのタグのＩＤ番号を
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読み出すことができ、複数のタグの中から必要とされるタグを特定できるように構成され
ている。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
従来の非接触ＩＤ装置は、図１４に示すように、タグがメモリを含めてワンチップＩＣ化
されているケースが多く、メモリ容量が固定されるため、顧客からメモリ容量増加の要望
があっても、簡単に対応できない課題がある。
【００１２】
このため、顧客は、必要な情報量に最適なメモリ容量のタグがない場合には、必要な情報
量よりもメモリ容量の大きいタグを選択するか、図１５または図１６に示すような複数の
タグを選択せざるを得ない。なお、メモリの価格は、大量に使用されているものが最も安
く、これと異なるメモリでは価格が大幅にアップすることが一般的である。
【００１３】
また、従来の非接触ＩＤ装置は、顧客が装置を導入した時点には最適なメモリ容量を選択
しても、タグの情報量を増やしてシステムの拡張を図るような場合には、同種の装置に互
換性のあるメモリ容量の大きなタグの品揃えがないと、別の装置に変更しなければならず
、顧客の要望に対応するための仕様変更や設計変更が伴う場合には、装置のコストアップ
を招く虞がある。
【００１４】
さらに、従来の非接触ＩＤ装置は、タグのメモリ内の情報によっては書換え頻度の高いも
のがあり、書換えの寿命（回数）があるメモリ（例えば、ＥＥＰＲＯＭ）を使用したタグ
では、書換え頻度の高い一部のメモリ領域が書換え寿命に達した時点でタグを交換しなけ
ればならず、メモリ容量の大きなタグを使用している場合には、経済的に無駄を発生する
課題がある。
【００１５】
この発明はこのような課題を解決するためになされたもので、その目的は複数のタグをリ
ーダライタ側から見て見かけ上１個のタグとして扱い、メモリ容量の設定を複数のタグの
メモリ容量の合計の範囲内で増減することにより、自由度があり、拡張性にも優れた利便
性の高い非接触ＩＤ装置を提供することにある。
【００１６】
【課題を解決するための手段】
　前記課題を解決するため この発明に係る非接触ＩＤ装置は、複数のタグと、複数のタ
グと非接触でデータの書込みおよび読出しを行なう読出し／書込み装置と、から

、複数のタグは、データ記憶手段を備え、データ記憶手段のメモリ領
域に、複数のタグを １個のタグに集約するためのデータを設定するシ
ステムエリアを設けたことを特徴とする。
【００１７】
この発明に係る非接触ＩＤ装置のタグは、データ記憶手段のメモリ領域に、複数のタグを
１個のタグに集約するためのデータを設定するシステムエリアを設けたので、それぞれの
タグのデータを組み合わせて複数のタグを１個のタグとして扱い、メモリ容量を拡張する
ことができ、装置の自由度を高め、拡張性ならびに利便性の向上を図ることができる。
【００１８】
　 の発明に係る非接触ＩＤ装置 は、複数のタグと、複数のタグと非接触でデータ
の書込みおよび読出しを行なう読出し／書込み装置と、からな
、複数のタグは、データ記憶手段を備え、データ記憶手段のメモリ領域に、それぞれのタ
グ固有のオフセット値およびメモリ容量値を設定するシステムエリアを設けたことを特徴
とする。
【００１９】
　さらに、この発明に係る読出し／書込み装置は、データ記憶手段のメモリ領域に設定さ
れたタグ固有のオフセット値およびメモリ容量値に基づいて複数のタグを メモリ
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容量の大きな１個のタグとして扱うことを特徴とする。
【００２０】
この発明に係る非接触ＩＤ装置は、データ記憶手段のメモリ領域に、それぞれのタグ固有
のオフセット値およびメモリ容量値を設定するシステムエリアを設けた複数のタグを備え
るとともに、タグ固有のオフセット値およびメモリ容量値に基づいて複数のタグをメモリ
容量の大きな１個のタグとして扱う読出し／書込み装置を備えたので、読出し／書込み装
置からオフセット値とメモリ容量値を合計したメモリ領域の指定アドレスを含むコマンド
を各タグに送信することにより、複数のタグを各タグのメモリ容量値を合計したメモリ容
量値を持つ１個のタグとして処理することができ、装置の自由度を高め、拡張性ならびに
利便性の向上を図ることができる。
【００２１】
　 の発明に係る非接触ＩＤ装置は、複数のタグと、複数のタグと非接触でデータの書込
みおよび読出しを行なう読出し／書込み装置と、からな 、複数
のタグは、データ記憶手段を備え、データ記憶手段のメモリ領域に、それぞれのタグ固有
の固有番号および タグの固有番号に
対応したＩＤ番号テーブルを設定するシステムエリアを設けたことを特徴とする。
【００２２】
　さらに、この発明に係る読出し／書込み装置は、データ記憶手段のメモリ領域に設定さ
れた タグ固有の固有番号および タ
グの固有番号に対応したＩＤ番号テーブルに基づいて複数のタグを

メモリ容量の大きな１個のタグとして扱うことを特徴とする。
【００２３】
この発明に係る非接触ＩＤ装置は、データ記憶手段のメモリ領域に、それぞれのタグ固有
の固有番号および全てのタグの固有番号に対応したＩＤ番号テーブルを設定するシステム
エリアを設けた複数のタグを備えるとともに、データ記憶手段のメモリ領域に設定された
タグ固有の固有番号および全てのタグの固有番号に対応したＩＤ番号テーブルに基づいて
複数のタグをメモリ容量の大きな１個のタグとして扱う読出し／書込み装置を備えたので
、読出し／書込み装置から固有番号および全てのタグの固有番号に対応したＩＤ番号テー
ブルのコマンドを各タグに送信することにより、複数のタグを固有番号とＩＤ番号テーブ
ルにより配列し、各タグのメモリ容量を合計して１個のタグとして処理することができ、
装置の自由度を高め、拡張性ならびに利便性の向上を図ることができる。
【００２４】
　また、この発明に係る非接触ＩＤ装置は、複数のタグと、複数のタグと非接触でデータ
の書込みおよび読出しを行なう読出し／書込み装置と、から
、複数のタグ データ記憶手段を備え、

固
有番号を設定するシステムエリアを設けたことを特徴とする。
【００２５】
　さらに、この発明に係る読出し／書込み装置は、 データ記憶手段のメ
モリ領域に設定された特定のタグの固有番号および 全てのタグの固有番号
に対応したＩＤ番号テーブルと、 全てのタグの固有番号と、に基づいて複
数のタグをメモリ容量の大きな１個のタグとして扱うことを特徴とする。
【００２６】
この発明に係る非接触ＩＤ装置は、メモリ領域に、固有番号および全てのタグの固有番号
に対応したＩＤ番号テーブルを設定するシステムエリアを設けた特定のタグ（マスタタグ
）を備えるとともに、特定のタグの固有番号のコマンドで特定のタグを特定し、特定のタ

10

20

30

40

50

(5) JP 3674525 B2 2005.7.20

こ
る非接触ＩＤ装置において

前記複数のタグを集約したメモリ容量の大きな１個の

複数の 複数のタグを集約したメモリ容量の大きな１個の
、複数のタグを集約し

た

なる非接触ＩＤ装置において
にそれぞれ 且つ、前記複数のタグのうち予め選択さ

れた一のタグを特定のタグとして、当該特定のタグにおける前記データ記憶手段のメモリ
領域に、当該特定のタグの固有番号を記憶すると共に前記複数のタグのうち前記特定のタ
グ以外の全てのタグに対応したＩＤ番号テーブルを設定するシステムエリアを設け、更に
、前記複数のタグのうち前記特定のタグ以外の全てのタグにおける前記データ記憶手段の
メモリ領域に、それぞれ前記複数のタグのうち前記特定のタグ以外の全てのタグに係る

特定のタグに係る
特定タグ以外の

特定タグ以外の



グが有する全てのタグの固有番号に対応したＩＤ番号テーブルにより、特定のタグを含む
全てのタグを配列し、全てのタグのメモリ容量を合計して１個のタグとして処理すること
ができ、装置の自由度を高め、拡張性ならびに利便性の向上を図ることができる。
【００２７】
　また、この発明に係る読出し／書込み装置は、 タグの固有番号に基づいてＩＤ番
号テーブルを作成するＩＤ番号テーブル作成手段を備えたことを特徴とする。
【００２８】
この発明に係る読出し／書込み装置は、タグの固有番号に基づいてＩＤ番号テーブルを作
成するＩＤ番号テーブル作成手段を備えたので、タグにＩＤ番号を設定することができ、
必要とされるメモリ容量に対応した複数のタグにＩＤ番号を付与することにより、複数の
タグを１個のタグとして処理することができる。
【００２９】
　 、この発明に係る読出し／書込み装置は、 タグの固有番号に基づいてＩＤ番
号テーブルを更新するＩＤ番号テーブル更新手段を備えたことを特徴とする。
【００３０】
この発明に係る読出し／書込み装置は、タグの固有番号に基づいてＩＤ番号テーブルを更
新するＩＤ番号テーブル更新手段を備えたので、ＩＤ番号テーブルを更新してタグを追加
したり、削除したりすることにより、タグを任意に増加または減少して１個のタグとして
処理することができ、メモリ容量を自由に変更することができる。
【００３１】
また、この発明に係る非接触ＩＤ装置は、複数のタグが搭載された対象物を水平方向に移
動して読出し／書込み装置でデータの読出し／書込みを実行する場合、最初に特定のタグ
が読出し／書込み装置の交信領域に入るように複数のタグを配置したことを特徴とする。
【００３２】
さらに、この発明に係る非接触ＩＤ装置は、複数のタグが搭載された対象物を垂直方向に
移動して読出し／書込み装置でデータの読出し／書込みを実行する場合、最初に特定のタ
グが読出し／書込み装置の交信領域に入るように複数のタグを配置したことを特徴とする
。
【００３３】
この発明に係る非接触ＩＤ装置は、読出し／書込み装置で複数のタグのデータの読出し／
書込みを実行する場合、複数のタグが搭載された対象物を水平方向または垂直方向に移動
しても特定のタグ（マスタタグ）が最初に読出し／書込み装置の交信領域に入るので、複
数のタグのデータの読出し／書込みを正確に、かつ迅速に実行することができる。
【００３４】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の実施の形態を添付図面に基づいて説明する。なお、本発明は、タグのメ
モリ内にシステムエリアを設け、システムエリアに書き込むデータに基づいて複数のタグ
をリーダライタ側から見て見かけ上１個のタグとして扱い、メモリ容量の設定を複数のタ
グの合計したメモリ容量の範囲内で増減することにより、自由度があり、拡張性にも優れ
た利便性の高い非接触ＩＤ装置を提供することにある。
【００３５】
図１はこの発明に係る非接触ＩＤ装置の一実施の形態基本構成図である。図１において、
非接触ＩＤ装置１は、複数のタグ（Ｔ 1～Ｔ 6）３と、複数のタグ（Ｔ 1～Ｔ 6）３と非接触
でデータの読出しおよび書込みを行なう読出し／書込み装置（リーダ／ライタ）２から構
成する。複数のタグ（Ｔ 1～Ｔ 6）３と読出し／書込み装置２との間の交信は、データが重
畳された電磁誘導や電波を用いることにより、非接触のデータ伝送を実現する。
【００３６】
読出し／書込み装置２は、データの読出しまたは書込みの要求コマンドを複数のタグ（Ｔ
1～Ｔ 6）３に送信し、タグ（Ｔ 1～Ｔ 6）３のメモリ内に設けたシステムエリアに設定され
たデータ、例えば、タグのオフセット値、タグのメモリ容量値、タグの固有番号、タグの
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ＩＤ番号テーブル等に基づいてタグＴ 1～Ｔ 6を特定し、タグＴ 1～Ｔ 6のメモリ領域を配列
し、タグＴ 1～Ｔ 6のメモリ領域を併せることにより、独立したタグＴ 1～Ｔ 6のメモリ容量
を合計した１個のタグとしてデータ処理を行なう。
【００３７】
タグ（Ｔ 1～Ｔ 6）３は、例えば同じメモリ容量のＥＥＰＲＯＭ等のメモリを備え、例えば
樹脂材料等で構成された板状のラベル４の表面または内部に配置され、ラベルを製品、定
期券等の対象物２０に貼り付けたり、ラベル４自体で定期券等を構成して、読出し／書込
み装置２の交信領域に近付けて用いる。
【００３８】
また、タグＴ 1～Ｔ 6は、それぞれのメモリ内に様々なデータが書き込まれ、書き換えられ
て記憶しており、本願発明では、複数のタグＴ 1～Ｔ 6をタグＴ 1～Ｔ 6のメモリ容量を合計
した１個のタグとして扱うものである。
【００３９】
図２は複数のタグを１個のタグとするイメージ図である。図２において、複数のタグＴ 1
～タグＴ 6を１個のタグＴに集約するが、これは６個のタグＴ 1～タグＴ 6が物理的に１個
のタグＴになるのではなく、６個のタグＴ 1～タグＴ 6のメモリ容量Ｍを合計したメモリ容
量６Ｍの１個のタグＴと見なしてデータ処理することを意味する。
【００４０】
図３はこの発明に係るタグの一実施の形態要部ブロック構成図である。（ａ）図にブロッ
ク構成図を示し、（ｂ）図にデータ記憶手段（メモリ）のメモリ領域の構成図を示す。（
ａ）図において、タグ（Ｔ 1～Ｔ 6）３は、空間伝送手段５、タグ制御手段６、データ記憶
手段７を備える。なお、変調／復調回路や読出し／書込み装置２から空間伝送で供給され
る電源（高周波信号）の整流・平滑回路は、省略する。
【００４１】
空間伝送手段５は、コイルや無線回路で構成し、読出し／書込み装置２から電磁誘導や電
波で供給される要求コマンド、書込みのデータを受信して図示しない変調／復調回路で復
調を施した後、復調したデータをタグ制御手段６に供給する。
【００４２】
また、空間伝送手段５は、タグ制御手段６の制御によりデータ記憶手段７に記憶されたデ
ータを読出し、図示しない変調／復調回路で変調を施した後、変調したデータを電磁誘導
や電波で読出し／書込み装置２に供給する。
【００４３】
タグ制御手段６は、マイクロプロセッサを基本に構成し、読出し／書込み装置２から供給
される要求コマンドに基づいてデータ記憶手段７からデータを読み出す制御やデータ記憶
手段７にデータを書き込む制御を行なう。
【００４４】
データ記憶手段７は、ＥＥＰＲＯＭ等のメモリで構成し、メモリ領域８内にシステムエリ
ア８Ａおよびデータエリア８Ｂを設ける。（ｂ）図に示すように、システムエリア８Ａに
は、タグのオフセット値、タグのメモリ容量値、タグの固有番号、タグのＩＤ番号テーブ
ル等のタグＴ 1～Ｔ 6を１個のタグＴに集約するためのシステムデータＤ iを記憶し、デー
タエリア８Ｂには、通常タグに書き込まれるデータ（例えば、メモリ容量Ｍ＝２５６バイ
ト）を記憶する。なお、複数のタグＴ 1～Ｔ 6を１個のタグＴに集約するため、システムデ
ータＤ iを組み合わせたり、配列を変えたり、またはデータを更新したりする。
【００４５】
このように、この発明に係る非接触ＩＤ装置１のタグＴ 1～Ｔ 6は、データ記憶手段７のメ
モリ領域に、複数のタグＴ 1～Ｔ 6を１個のタグＴに集約するためのデータＤ iを設定する
システムエリア８Ａを設けたので、それぞれのタグＴ 1～Ｔ 6のデータＤ iを組み合わせて
複数のタグを１個のタグとして扱い、メモリ容量を拡張することができ、装置の自由度を
高め、拡張性ならびに利便性の向上を図ることができる。
【００４６】
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図４はこの発明に係るタグの一実施の形態動作フロー図である。本実施の形態では、デー
タ記憶手段７のメモリ領域８に、タグ固有のオフセット値Ｎ Oおよびメモリ容量値Ｎ Mをシ
ステムデータＤ iとしてシステムエリア８Ａに設定する。
【００４７】
最初に、ステップＳ１では、読出し／書込み装置２から要求コマンドを受信する。次に、
ステップＳ２で、システムエリア８Ａからオフセット値Ｎ Oを読出し、ステップＳ３で、
システムエリア８Ａからメモリ容量値Ｎ Mを読み出して、ステップＳ４では、オフセット
値Ｎ Oとメモリ容量値Ｎ Mを加算して合計値Ｎ A（＝Ｎ O＋Ｎ M）を算出する。
【００４８】
ステップＳ５では、要求コマンドの指定アドレスＮ Sがオフセット値Ｎ Oと合計値Ｎ Aの範
囲（Ｎ O＜Ｎ S＜Ｎ A）にあるか否かを判定し、範囲にある場合にはステップＳ６に移行す
る。一方、指定アドレスＮ Sがオフセット値Ｎ Oと合計値Ｎ Aの範囲外の場合には何も処理
をせずに終了する。
【００４９】
ステップＳ６では、コマンドの処理を実行し、ステップＳ７で、読出し／書込み装置２に
レスポンス（応答）を送信する。
【００５０】
なお、ステップＳ１およびステップＳ７の動作は、空間伝送手段５が実行し、ステップＳ
２～ステップＳ６の動作は、タグ制御手段６が実行する。
【００５１】
図５はこの発明に係るタグのメモリ集約の一実施の形態説明図である。タグＴ 1とタグＴ 2
をタグＴに集約する場合について説明する。なお、タグＴ 1およびタグＴ 2のメモリ容量は
、１６進の２５６バイトとする。また、タグＴ 1とタグＴ 2をタグＴに集約する制御は、読
出し／書込み装置２がタグＴ 1およびタグＴ 2のデータ記憶手段７のメモリ領域８（システ
ムエリア８Ａ）に設定されたオフセット値Ｎ Oおよびメモリ容量値Ｎ Mに基づいて実行する
。
【００５２】
図５において、タグＴ 1のシステムエリア８Ａのオフセット値Ｎ Oを「００００」、メモリ
容量値Ｎ Mを「０１００」とし、タグＴ 2のシステムエリア８Ａのオフセット値Ｎ Oを「０
１００」、メモリ容量値Ｎ Mを「０１００」とする。なお、タグＴ 1およびタグＴ 2のデー
タエリア８Ｂのアドレスは、それぞれ「００００番地」から「００ＦＦ番地」の２５６バ
イトである。
【００５３】
タグＴ 1およびタグＴ 2に本発明を適用することにより、タグＴの見かけ上のシステムエリ
ア８Ａのオフセット値Ｎ Oは「００００」、メモリ容量値Ｎ Mは「０２００」となり、デー
タエリア８Ｂのアドレスは、「００００番地」から「０１ＦＦ番地
」となり、メモリ容量２５６バイトの２個のタグＴ 1およびタグＴ 2をメモリ容量５１２バ
イトの１個のタグＴに集約することができる。なお、図５では、２個のタグを１個のタグ
に集約した例を説明したが、タグは複数（何個）であっても本発明を適用することができ
る。
【００５４】
このように、この発明に係る非接触ＩＤ装置１は、データ記憶手段７のメモリ領域８に、
それぞれのタグ固有のオフセット値Ｎ Oおよびメモリ容量値Ｎ Mを設定するシステムエリア
８Ａを設けた複数のタグＴ 1，Ｔ 2を備えるとともに、タグ固有のオフセット値Ｎ Oおよび
メモリ容量値Ｎ Mに基づいて複数のタグＴ 1，Ｔ 2をメモリ容量の大きな１個のタグＴとし
て扱う読出し／書込み装置２を備えたので、読出し／書込み装置２からオフセット値Ｎ O
とメモリ容量値Ｎ Mを合計したメモリ領域の指定アドレスを含むコマンドを各タグＴ 1，Ｔ
2に送信することにより、複数のタグを各タグのメモリ容量値Ｎ Mを合計したメモリ容量値
２Ｎ Mを持つ１個のタグとして処理することができ、装置の自由度を高め、拡張性ならび
に利便性の向上を図ることができる。
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【００５５】
図６はこの発明に係る読出し／書込み装置の一実施の形態要部ブロック構成図である。図
６において、読出し／書込み装置２は、外部インタフェース９、制御手段１０、空間伝送
手段１１、メモリ１２を備える。
【００５６】
外部インタフェース９は、読出し／書込み装置２と図示しない外部接続機器の間のデータ
の受け渡しを行なうＲＳ２３２ＣまたはＧＰＩＢ等のインタフェースを取る。
【００５７】
制御手段１０は、マイクロプロセッサを基本に各種演算機能、処理機能を有し、ＩＤ番号
テーブル作成手段１３、ＩＤ番号テーブル更新手段１４を備える。制御手段１０は、読出
し／書込み装置２全体の動作、シーケンスを制御する。
【００５８】
また、制御手段１０は、複数タグへの同時アクセス機能を備える。複数のタグのシステム
エリア８Ａに１個のメモリ容量の大きなタグとして扱うため、予め固有番号をメモリ順番
に並べることにより設定されたＩＤ番号テーブルを読み出し、ＩＤ番号テーブルの情報か
ら各タグを特定し、該当するタグを選択してデータの読出し／書込みを実行する。
【００５９】
さらに、制御手段１０は、特定タグの選択アクセス機能を備える。１個のタグ（マスタタ
グ）のシステムエリアに、複数のタグを１個のメモリ容量の大きなタグとして扱うため、
予め固有番号をメモリ順番に並べることにより設定されたマスタタグのＩＤ番号テーブル
を読み出し、ＩＤ番号テーブルの情報から各タグのＩＤ番号とアドレスを判別することに
より、該当するタグを選択してデータの読出し／書込みを実行する。
【００６０】
また、制御手段１０は、ＩＤ番号テーブル作成手段１３を備え、タグの固有番号に基づい
てＩＤ番号テーブルを作成し、作成したＩＤ番号テーブルをメモリ１２に供給して記憶さ
せたり、作成したＩＤ番号テーブルを空間伝送手段１１を介して図１に示す複数のタグ（
Ｔ 1～Ｔ 6）３に供給する。ＩＤ番号テーブル作成手段１３を備えたので、必要とされるメ
モリ容量に対応した複数のタグにＩＤ番号を付与することにより、複数のタグを１個のメ
モリ容量の大きなタグとして処理することができる。
【００６１】
さらに、制御手段１０は、ＩＤ番号テーブル更新手段１４を備え、タグの固有番号に基づ
いてＩＤ番号テーブルを更新し、更新したＩＤ番号テーブルをメモリ１２に供給して記憶
させたり、更新したＩＤ番号テーブルを空間伝送手段１１を介して図１に示す複数のタグ
（Ｔ 1～Ｔ 6）３に供給する。ＩＤ番号テーブル更新手段１４を備えたので、ＩＤ番号テー
ブルを更新してタグを追加したり、削除したりすることにより、タグを任意に増加または
減少して１個のタグとして処理することができ、メモリ容量を自由に変更することができ
る。
【００６２】
空間伝送手段１１は、コイルや無線回路で構成し、制御手段１０から供給される読出し／
書込みのコマンド、ＩＤ番号テーブル等の情報を電磁誘導や電波で図１に示す複数のタグ
（Ｔ 1～Ｔ 6）３に供給する。
【００６３】
また、空間伝送手段１１は、図１に示す複数のタグ（Ｔ 1～Ｔ 6）３から電磁誘導や電波で
供給されるオフセット値、タグのメモリ容量値、タグの固有番号、タグのＩＤ番号テーブ
ル等の情報を受信し、制御手段１０に提供する。
【００６４】
メモリ手段１２は、ＲＯＭ、ＲＡＭ等のメモリで構成し、図１に示す複数のタグ（Ｔ 1～
Ｔ 6）３への読出し／書込みのコマンド、複数のタグ（Ｔ 1～Ｔ 6）３からのメモリ容量値
、タグの固有番号、タグのＩＤ番号テーブル等の情報を記憶する。
【００６５】
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図７はこの発明に係るタグのメモリ集約の別実施の形態説明図である。なお、図７は複数
のタグＴ 1～Ｔ 4全てのシステムエリアに、タグ固有の固有番号および全てのタグの固有番
号に対応したＩＤ番号テーブルを設定するものである。
【００６６】
図７において、タグＴ 1のシステムエリアには、固有番号「００１２」と、全て（ここで
は、４個）のタグＴ 1～Ｔ 4の固有番号「００１２」，「００１８」，「１２３４」，「３
３３３」に対応したテーブル番号「０」，「１」，「２」，「３」を設定する。なお、テ
ーブル番号「４」には、メモリ集約の終わりを示す「ＦＦＦＦ」を固有番号として設定す
る。
【００６７】
同様に、タグＴ 2～Ｔ 4のシステムエリアには、それぞれ固有番号「００１８」、「１２３
４」および「３３３３」を設定し、ＩＤ番号テーブルは、タグＴ 1と同じそれぞれタグＴ 1
～Ｔ 4の固有番号「００１２」，「００１８」，「１２３４」，「３３３３」に対応した
テーブル番号「０」，「１」，「２」，「３」を設定する。
【００６８】
タグＴ 1～Ｔ 4の全てのシステムエリアに、固有番号および固有番号に対応したＩＤ番号テ
ーブルを設定することにより、図６に示す読出し／書込み装置２からまず、タグＴ 1～Ｔ 4
の中から任意タグの固有番号を前述の複数のタグへの同時アクセス機能により読み出し、
その後該固有番号を持つタグに対してコマンドを実行することにより、タグＴ 1～Ｔ 4のＩ
Ｄ番号テーブルを認識することができる。
【００６９】
そして、ＩＤ番号テーブルに記載されたＩＤ番号順にタグＴ 1～Ｔ 4をコマンドで指定し、
それぞれのデータエリアのメモリ番地をアクセスすることにより、タグＴ 1～Ｔ 4の個々の
メモリ容量（例えば、２５６バイト）を１個に集約したメモリ容量（２５６×４＝１０２
４バイト）が得られる。なお、本実施の形態では、タグＴ 1～Ｔ 4の場合について説明した
が、タグは５個以上であってもよい。
【００７０】
このように、この発明に係る非接触ＩＤ装置１は、データ記憶手段７のメモリ領域８に、
それぞれのタグ固有の固有番号および全てのタグの固有番号に対応したＩＤ番号テーブル
を設定するシステムエリア８Ａを設けた複数のタグＴ 1～Ｔ 4を備えるとともに、データ記
憶手段７のメモリ領域８に設定されたタグ固有の固有番号および全てのタグの固有番号に
対応したＩＤ番号テーブルに基づいて複数のタグＴ 1～Ｔ 4をメモリ容量の大きな１個のタ
グとして扱う読出し／書込み装置２を備えたので、読出し／書込み装置２から固有番号お
よび全てのタグの固有番号に対応したＩＤ番号テーブルのコマンドを各タグに送信するこ
とにより、複数のタグを固有番号とＩＤ番号テーブルにより配列し、各タグのメモリ容量
を合計して１個のタグとして処理することができ、装置の自由度を高め、拡張性ならびに
利便性の向上を図ることができる。
【００７１】
図８はこの発明に係るタグのメモリ集約の別実施の形態説明図である。なお、図８は複数
のタグＴ M，Ｔ 2～Ｔ 4の１つに特定のタグ（マスタタグ）Ｔ Mを設定し、マスタタグＴ Mの
システムエリアにマスタタグＴ Mの固有番号および全てのタグＴ M，Ｔ 2～Ｔ 4の固有番号に
対応したＩＤ番号テーブルを設定するとともに、残り全てのタグＴ 2～Ｔ 4のシステムエリ
アに固有番号を設定するものである。
【００７２】
図８において、マスタタグＴ Mのシステムエリアには、固有番号「００００」と、全て（
ここでは、４個）のタグＴ M，Ｔ 2～Ｔ 4の固有番号「００００」，「００１８」，「１２
３４」，「３３３３」に対応したテーブル番号「０」，「１」，「２」，「３」を設定す
る。なお、テーブル番号「４」には、メモリ集約の終わりを示す「ＦＦＦＦ」を固有番号
として設定する。
【００７３】
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一方、タグＴ 2～Ｔ 4のシステムエリアには、それぞれ固有番号「００１８」、「１２３４
」および「３３３３」のみを設定する。
【００７４】
マスタタグＴ Mのシステムエリアに、固有番号に対応したＩＤ番号テーブルを設定するこ
とにより、図６に示す読出し／書込み装置２からマスタタグＴ Mを固有番号のコマンドで
指定することにより、マスタタグＴ M，およびタグＴ 2～Ｔ 4のＩＤ番号テーブルを認識す
ることができる。
【００７５】
そして、ＩＤ番号テーブルに記載されたＩＤ番号順にマスタタグＴ M，タグＴ 2～Ｔ 4をコ
マンドで指定し、それぞれのデータエリアのメモリ番地をアクセスすることにより、マス
タタグＴ M，タグＴ 2～Ｔ 4の個々のメモリ容量（例えば、２５６バイト）を１個に集約し
たメモリ容量（２５６×４＝１０２４バイト）が得られる。なお、本実施の形態では、マ
スタタグＴ M，タグＴ 2～Ｔ 4の場合について説明したが、タグは４個以上であってもよい
。
【００７６】
図７または図８に示すＩＤ番号テーブルの方式では、１個のタグとして集約される複数の
タグのメモリ容量が全て同じでなければ適用できないため、メモリ容量が異なる場合のＩ
Ｄ番号テーブルについて説明する。
【００７７】
図９はこの発明に係るＩＤ番号テーブルの別実施の形態構成図である。図９において、３
個のタグのＩＤ番号テーブルは、テーブル番号と、これらに対応したＩＤ番号＋メモリ容
量で構成する。
【００７８】
テーブル番号「０」，「１」，「２」に対応したＩＤ番号＋メモリ容量「００１２３４」
＋「０１００」、「００１８４５」＋「０４００」、「１２３４５６」＋「０１００」の
ＩＤ番号テーブルで構成する。メモリ容量「１００＝２５６バイト」のタグ２個とメモリ
容量「４００＝１０２４バイト」のタグ１個で構成される。
【００７９】
ＩＤ番号テーブルをＩＤ番号＋メモリ容量で構成することにより、異なるメモリ容量を有
する複数のタグであっても、図７または図８で説明した本発明を適用することができる。
【００８０】
図１０は図９に示すＩＤ番号テーブルの変形実施の形態構成図である。図１０において、
ＩＤ番号テーブルのメモリ容量に代えてメモリをアクセスする開始アドレス＋終了アドレ
スで構成した点が図９と異なる。
【００８１】
ＩＤ番号テーブルをＩＤ番号＋開始アドレス＋終了アドレスで構成することにより、異な
るメモリ容量を有する複数のタグであっても、図７または図８で説明した本発明を適用す
ることができる。
【００８２】
なお、図７～図１０に示すＩＤ番号テーブルは、図６に示す読出し／書込み装置２の制御
手段１０内に設けられたＩＤ番号テーブル作成手段１３で作成することができる。
【００８３】
このように、この発明に係る非接触ＩＤ装置１は、メモリ領域８に、固有番号および全て
のタグの固有番号に対応したＩＤ番号テーブルを設定するシステムエリア８Ａを設けた特
定のタグ（マスタタグ）Ｔ Mを備えるとともに、特定のタグの固有番号のコマンドで特定
のタグを特定し、特定のタグが有する全てのタグＴ M，Ｔ 2～Ｔ 4の固有番号に対応したＩ
Ｄ番号テーブルにより、特定のタグを含む全てのタグタグＴ M，Ｔ 2～Ｔ 4を配列し、全て
のタグのメモリ容量を合計して１個のタグとして処理することができ、装置の自由度を高
め、拡張性ならびに利便性の向上を図ることができる。
【００８４】
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また、この発明に係る読出し／書込み装置２は、タグの固有番号に基づいてＩＤ番号テー
ブルを作成するＩＤ番号テーブル作成手段１３を備えたので、タグにＩＤ番号を設定する
ことができ、必要とされるメモリ容量に対応した複数のタグにＩＤ番号を付与することに
より、複数のタグを１個のタグとして処理することができる。
【００８５】
次に、図８に示すタグ構成において、新たなタグを追加してメモリ容量を増加する場合に
ついて説明する。図１１はこの発明に係るタグ追加の一実施の形態説明図である。図１１
において、図８のＩＤ番号テーブルにタグＴ 5を追加する場合、テーブル番号「４」を固
有番号「９９９９」に更新し、テーブル番号「５」を固有番号「ＦＦＦＦ」に更新する。
【００８６】
テーブル番号「４」およびテーブル番号「５」を更新することにより、新たなタグを追加
し、追加したタグのメモリ容量分だけ１個に集約したタグのメモリ容量を増加することが
できる。
【００８７】
なお、テーブル番号を更新することにより、ＩＤ番号テーブルを構成するタグの数を減少
し、１個に集約したタグのメモリ容量を減少することもできる。
【００８８】
また、図１１では図８に示すマスタタグＴ MのシステムエリアのＩＤ番号テーブルを更新
した例を説明したが、図７に示すように、追加するタグＴ 5を含めタグＴ 1～Ｔ 4全てのタ
グのシステムエリアのＩＤ番号テーブルを更新することもできる。
【００８９】
なお、システムエリアのＩＤ番号テーブルは、図６に示す読出し／書込み装置２の制御手
段１０内に設けられたＩＤ番号テーブル更新手段１４で更新することができる。
【００９０】
このように、この発明に係る読出し／書込み装置２は、タグの固有番号に基づいてＩＤ番
号テーブルを更新するＩＤ番号テーブル更新手段１４を備えたので、ＩＤ番号テーブルを
更新してタグを追加したり、削除したりすることにより、タグを任意に増加または減少し
て１個のタグとして処理することができ、メモリ容量を自由に変更することができる。
【００９１】
図１２はこの発明に係るタグの一実施の形態配置図である。図１２において、タグはマス
タタグＴ Mを備え、タグは読出し／書込み装置２に対して水平方向に移動する場合を示す
。
【００９２】
（ｂ）図に示すように、タグが読出し／書込み装置２の交信領域を水平方向に通過する場
合、マスタタグＴ Mが最初に交信領域に入るように全てのタグを配置する。
【００９３】
マスタタグＴ Mが読出し／書込み装置２と最初に交信することにより、読出し／書込み装
置２は、マスタタグＴ Mのシステムエリアに記憶されたＩＤ番号テーブルを読み取り、全
てのタグを認識することができる。
【００９４】
図１３はこの発明に係るタグの別実施の形態配置図である。図１３において、タグはマス
タタグＴ Mを備え、タグは読出し／書込み装置２に対して垂直方向に移動する場合を示す
。
【００９５】
（ｂ）図に示すように、タグが読出し／書込み装置２の交信領域を垂直方向に移動する場
合、マスタタグＴ Mが最初に交信領域に入るように全てのタグを配置する。
【００９６】
マスタタグＴ Mが読出し／書込み装置２と最初に交信することにより、読出し／書込み装
置２は、マスタタグＴ Mのシステムエリアに記憶されたＩＤ番号テーブルを読み取り、全
てのタグを認識することができる。
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【００９７】
このように、この発明に係る非接触ＩＤ装置１は、読出し／書込み装置２で複数のタグの
データの読出し／書込みを実行する場合、複数のタグが搭載された対象物を水平方向また
は垂直方向に移動しても特定のタグ（マスタタグ）Ｔ Mが最初に読出し／書込み装置２の
交信領域に入るので、複数のタグのデータの読出し／書込みを正確に、かつ迅速に実行す
ることができる。
【００９８】
【発明の効果】
以上説明したように、この発明に係る非接触ＩＤ装置のタグは、データ記憶手段のメモリ
領域に、複数のタグを１個のタグに集約するためのデータを設定するシステムエリアを設
けたので、それぞれのタグのデータを組み合わせて複数のタグを１個のタグとして扱い、
メモリ容量を拡張することができ、装置の自由度を高め、拡張性ならびに利便性の向上を
図ることができる。
【００９９】
また、この発明に係る非接触ＩＤ装置は、データ記憶手段のメモリ領域に、それぞれのタ
グ固有のオフセット値およびメモリ容量値を設定するシステムエリアを設けた複数のタグ
を備えるとともに、タグ固有のオフセット値およびメモリ容量値に基づいて複数のタグを
メモリ容量の大きな１個のタグとして扱う読出し／書込み装置を備えたので、読出し／書
込み装置からオフセット値とメモリ容量値を合計したコマンドを各タグに送信することに
より、複数のタグを各タグのメモリ容量値を合計したメモリ容量値を持つ１個のタグとし
て処理することができ、装置の自由度を高め、拡張性ならびに利便性の向上を図ることが
できる。
【０１００】
さらに、この発明に係る非接触ＩＤ装置は、データ記憶手段のメモリ領域に、それぞれの
タグ固有の固有番号および全てのタグの固有番号に対応したＩＤ番号テーブルを設定する
システムエリアを設けた複数のタグを備えるとともに、データ記憶手段のメモリ領域に設
定されたタグ固有の固有番号および全てのタグの固有番号に対応したＩＤ番号テーブルに
基づいて複数のタグをメモリ容量の大きな１個のタグとして扱う読出し／書込み装置を備
えたので、読出し／書込み装置から固有番号および全てのタグの固有番号に対応したＩＤ
番号テーブルのコマンドを各タグに送信することにより、複数のタグを固有番号とＩＤ番
号テーブルにより配列し、各タグのメモリ容量を合計して１個のタグとして処理すること
ができ、装置の自由度を高め、拡張性ならびに利便性の向上を図ることができる。
【０１０１】
また、この発明に係る非接触ＩＤ装置は、メモリ領域に、固有番号および全てのタグの固
有番号に対応したＩＤ番号テーブルを設定するシステムエリアを設けた特定のタグ（マス
タタグ）を備えるとともに、特定のタグの固有番号のコマンドで特定のタグを特定し、特
定のタグが有する全てのタグの固有番号に対応したＩＤ番号テーブルにより、特定のタグ
を含む全てのタグを配列し、全てのタグのメモリ容量を合計して１個のタグとして処理す
ることができ、装置の自由度を高め、拡張性ならびに利便性の向上を図ることができる。
【０１０２】
さらに、この発明に係る読出し／書込み装置は、タグの固有番号に基づいてＩＤ番号テー
ブルを作成するＩＤ番号テーブル作成手段を備えたので、タグにＩＤ番号を設定すること
ができ、必要とされるメモリ容量に対応した複数のタグにＩＤ番号を付与することにより
、複数のタグを１個のタグとして処理することができる。
【０１０３】
また、この発明に係る読出し／書込み装置は、タグの固有番号に基づいてＩＤ番号テーブ
ルを更新するＩＤ番号テーブル更新手段を備えたので、ＩＤ番号テーブルを更新してタグ
を追加したり、削除したりすることにより、タグを任意に増加または減少して１個のタグ
として処理することができ、メモリ容量を自由に変更することができる。
【図面の簡単な説明】
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【図１】この発明に係る非接触ＩＤ装置の一実施の形態基本構成図
【図２】複数のタグを１個のタグとするイメージ図
【図３】この発明に係るタグの一実施の形態要部ブロック構成図
【図４】この発明に係るタグの一実施の形態動作フロー図
【図５】この発明に係るタグのメモリ集約の一実施の形態説明図
【図６】この発明に係る読出し／書込み装置の一実施の形態要部ブロック構成図
【図７】この発明に係るタグのメモリ集約の別実施の形態説明図
【図８】この発明に係るタグのメモリ集約の別実施の形態説明図
【図９】この発明に係るＩＤ番号テーブルの別実施の形態構成図
【図１０】図９に示すＩＤ番号テーブルの変形実施の形態構成図
【図１１】この発明に係るタグ追加の一実施の形態説明図
【図１２】この発明に係るタグの一実施の形態配置図
【図１３】この発明に係るタグの別実施の形態配置図
【図１４】従来のタグ（記憶媒体）のブロック構成図
【図１５】従来の非接触ＩＤ装置の構成図
【図１６】従来の非接触ＩＤ装置の別構成図
【符号の説明】
１　非接触ＩＤ装置
２　読出し／書込み装置
３　タグ
４　ラベル
５，１１　空間伝送手段
６　タグ制御手段
７　データ記憶手段
８　メモリ領域
８Ａ　システムエリア
８Ｂ　データエリア
９　外部インタフェース
１０　制御手段
１２　メモリ
１３　ＩＤ番号テーブル作成手段
１４　ＩＤ番号テーブル更新手段
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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